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市
で
は
本
年
１
月
６
日
か
ら
３

月
31
日
ま
で
本
市
市
民
歌
の
歌
詞

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら

総
数
２
４
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

登
米
市
市
民
歌
制
定
委
員
会

（
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授 

小こ

山や
ま

和か
ず

彦ひ
こ

委
員
長
）で
応
募
作
品
を
選

考
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
最
優

秀
賞
１
点
、優
秀
賞
３
点
を
決
定
。

最
優
秀
賞
の
作
品
を
本
市
市
民
歌

の
歌
詞
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞（
採
用
）作
品

　

松ま
つ

尾お

江え

里り

也や

さ
ん（
東
京
都
）

▼
優
秀
賞

　

朝あ
さ

倉く
ら

修お
さ
むさ
ん（
北
海
道
）

　

星ほ
し

合あ
い

節せ
つ

子こ

さ
ん（
神
奈
川
県
）

　

穐あ
き

山や
ま

定さ
だ

文ふ
み

さ
ん（
山
梨
県
）

　

　　　　

市
で
は
、
決
定
し
た
「
歌
詞
」

に
、
作
曲
さ
れ
た
歌（
メ
ロ
デ
ィ
）

を
つ
け
る
た
め
、
次
の
と
お
り
市

民
歌
の
作
曲
を
募
集
し
ま
す
。

❶
「
明
る
い
イ

メ
ー
ジ
」
で
、
年
代
を
問
わ
ず

「
歌
い
や
す
い
」「
口
ず
さ
み
や
す

い
」「
聴
き
や
す
い
」「
親
し
み
や

す
い
」
メ
ロ
デ
ィ
を
基
本
と
し
ま

す
❷
曲
は
、
自
作
未
発
表
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
で
、
他
者
の
知
的
所

有
権（
著
作
権
）を
侵
害
し
な
い
も

の
に
限
り
ま
す
❸
曲
は
楽
譜
と
歌

を
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ（
原
則
Ｃ
Ｄ
と

し
ま
す
が
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
で

も
可
）
で
提
出
し
、
楽
譜
に
は
登

米
市
市
民
歌
の
歌
詞
を
適
切
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
❹
曲
は
単
旋
律

（
主
旋
律
）と
し
、
伴
奏
は
あ
っ
て

も
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
音
源

に
つ
い
て
は
参
考
程
度
と
し
て
取

り
扱
い
ま
す
❺
応
募
作
品
は
、
１

人
１
作
品
と
し
ま
す
。

６
月
16
日（
月
）〜

９
月
１
日（
月
）９

月
１
日（
月
）午

後
５
時
必
着（
当
日
消
印
有
効
）

本
市
市
民
に
限
ら

ず
、ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
市
民
歌
制
定
委
員
会
の

委
員
は
、
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

❶
歌
詞
を

記
載
し
て
い
る
指
定
の
応
募
用
紙

❷
メ
ロ
デ
ィ
に
歌
詞
を
記
入
し
た

任
意
の
楽
譜（
用
紙
＝
Ａ
４
縦
）❸

歌
を
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ（
原
則
Ｃ
Ｄ

と
し
ま
す
が
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

で
も
可
）を
提
出
し
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
指
定
の
応
募
用
紙
は
、
企
画
部

企
画
政
策
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

市
民
課（
地
域
係
）の
窓
口
に
設
置

し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

応
募
の
際
は
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
▼
持
参
す
る
場
合
＝
応

募
用
紙
な
ど（
上
記
❶
〜
❸
）を
任

意
の
封
筒
に
入
れ
、
企
画
部
企
画

政
策
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

課（
地
域
係
）の
窓
口
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
封
筒
に
は
氏
名
だ
け

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
で

の
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で（
土
日
祝
日
は
休

み
）▼
郵
送
す
る
場
合
＝
企
画
部

企
画
政
策
課
「
登
米
市
市
民
歌
の

作
曲
募
集
係
」
宛
て 

〒
９
８
７
―
０
５
１
１　

登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地

１※
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
返
却
し

ま
せ
ん
。

❶
応

募
作
品
の
中
か
ら
、
市
民
歌
制
定

委
員
会
で
選
考
し
、
入
選
作
品
を

決
定
し
ま
す
。
最
優
秀
賞
と
な
っ

た
作
品
を
本
市
の
市
民
歌
の
曲
と

し
て
採
用
し
ま
す
❷
曲
の
最
終
決

定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
歌
制
定

委
員
会
お
よ
び
編
曲
者
に
よ
る
補

筆
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
❸
入

選
作
品
の
賞
金
は
、
最
優
秀
賞
１

点
10
万
円
、
優
秀
賞
３
点
各
３
万

円
で
す
。
支
払
い
は
指
定
口
座
振

り
込
み
と
し
ま
す
。
ま
た
、
入
賞

1

2

3

者
が
18
歳
未
満
の
場
合
、
賞
金
の

受
け
取
り
は
、
そ
の
保
護
者
と
し

ま
す
❹
選
考
の
結
果
は
、
入
選
者

の
発
表
の
み
と
し
、
本
年
12
月
ま

で
に
市
広
報
紙
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、

入
選
者
に
は
事
務
局
か
ら
直
接
連

絡
し
ま
す
❺
最
優
秀
賞
お
よ
び
優

秀
賞
と
な
っ
た
入
選
作
品
に
関
す

る
一
切
の
権
利
は
、
登
米
市
に
帰

属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

❶
入

選
発
表
後
で
あ
っ
て
も
、
入
選
作

品
が
他
者
の
知
的
所
有
権（
著
作

権
）を
侵
害
す
る
疑
い
が
あ
る
場

合
は
、
受
賞
を
取
り
消
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
入
選
作
品
が

知
的
所
有
権（
著
作
権
）な
ど
に
関

わ
る
問
題
を
生
じ
た
場
合
の
責
任

は
、
全
て
応
募
者（
保
護
者
を
含

む
）が
負
う
も
の
と
し
ま
す
❷
応

募
作
品
の
中
か
ら
該
当
す
る
入

選
作
品
が
な
い
場
合
に
は
、
市
民

歌
制
定
委
員
会
で
曲
の
制
定
方
法

に
つ
い
て
審
議
し
、
決
定
し
ま
す

❸
応
募
に
当
た
っ
て
得
た
個
人
情

報
は
市
が
適
正
に
管
理
し
、
応
募

者
へ
の
連
絡
の
み
使
用
す
る
も
の

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
入
選
者
に

つ
い
て
は
市
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
氏
名
な
ど
を
公
表
す
る

ほ
か
、
新
聞
な
ど
報
道
機
関
で
発

表
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

企
画
部
企
画
政

策
課
「
登
米
市
市
民
歌
の
作
曲
募

集
係
」
宛
て
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